
令和５年度の主な内容 

２ 計画期間 

本計画の期間は、U令和５年４月１日からU令和６年３月 31 日までとする。 

 

第２章 「将来世代に引き継ぐごみゼロいわき」を実現するための施策 

取組の柱１ ごみ減量の更なる推進 

 主要な施策１－１ 家庭系ごみ減量の推進 

⑴  生ごみ発生・排出の抑制 

項 目 内 容 

家庭用生ごみ処理機等

購入費補助金 

生ごみの自家処理を促進するため、生ごみ処理機や生ごみ処理容

器、コンポスト容器を購入した市民の購入費用の一部を補助する。

【処理容器・コンポスト】購入価格の 1/2 で 3 千円を限度とする。 

【処理機】購入価格の 1/2 で 1 万 5 千円を限度とする。 

【新規】 

ダンボールコンポスト

市民講座の開設 

生ごみの減量に向け、家庭で気軽に始められるダンボールを利用

したコンポストの普及促進のため、コンポストの作成・利用方法に

関する講座を開設する。 

ごみ減量キャンペーン 

主に生ごみの減量に向け、各種イベントや街頭啓発により、水切

りの励行の促進など、ごみの排出抑制を呼びかけるキャンペーンを

実施する。 
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令和５年度の主な内容 

第３章 ごみ減量・資源化の目標 

１ ごみ処理見込量 

（単位：トン） 

区分 
令和２年度 

実績量 

令和３年度 

実績量 

令和４年度 

実績見込量 

令和５年度 

処理見込量 

焼 却 ご み 102,862 100,319 98,591 101,973 

 収 集 69,715 67,882 66,313 66,802 

 搬 入 33,147 32,437 32,278 35,171 

埋 立 ご み 1,616 1,454 1,696 2,524 

 収 集 1,306 1,156 1,074 878 

 搬 入 309 298 622 1,646 

資 源 ご み 10,349 10,626 9,869 8,649 

 収 集 9,844 10,157 9,442 8,067 

 搬 入 505 468 423 582 

古 紙 類 6,170 5,951 5,557 5,402 

総 排 出 量 120,996 118,350 115,689 118,548 

 収 集 80,865 79,195 76,809 75,747 

 搬 入 33,962 33,204 33,323 37,399 

 古紙類 6,170 5,951 5,557 5,402 

※ 令和４年度実績見込量は、２,３月分については前年度実績量を見込量として算出。 

※ 令和５年度見込量は、一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の現状推移予測値による。 

※ 端数処理の関係で、合計が一致しない場合がある。 

 

【令和４年度の実績見込】 

・ 令和４年度の総排出量は、令和３年度実績と比べて 2,661 トン（2.25％）の減が見込まれる。 

 

【令和５年度の方針】 

・ 生ごみ発生・排出の抑制や食品ロス削減に向けた現在実施している取り組みを引き続き実

施する。 

家庭で気軽に始められるダンボールを利用したコンポストの普及促進のため、市民講座を

開設する。 

・ 適正な分別を徹底するために、ごみ質組成調査を実施する。 

 

２ 数値目標 

指標名 R3 実績 R7 中間目標 R12 最終目標 

1 人 1 日あたりごみ排出量 983g/人･日 960g/人･日 900g/人･日 

焼却ごみ量 100,319 トン 94,900 トン 85,600 トン 

埋立処分量 1,647 トン 2,400 トン 2,000 トン 

リサイクル率 23.3% 23％以上 22％以上 
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